







































































































国編記 4982（国編記 6573） 「対州海辺江前々より異国船襲来漂着之度数書付」より作成。
年 （西暦）
1 寛平６年 894 蒙古の兵船襲来
2 寛弘３年 1006 異国賊船襲来
3 文永元年 1264 蒙古の兵船襲来
4 文永３丙寅年 1266 蒙古の兵船襲来
5 文永４丁卯年 1267 蒙古の船来着
6 文永５戊辰年 1268 蒙古の船来着
7 文永６己巳年 1269 高麗の賊海辺を犯し逃去蒙古の船来着
8 文永８辛未年 1271 元国の船来着
9 文永９壬申年 1272 蒙古の兵船襲来





12 建治２丙子年 1276 蒙古の船来着
13 弘安元戊寅年 1278 蒙古の兵船佐須郷小茂田浜江襲来
14 弘安３庚辰年 1280 元国の船来着
15 弘安４辛巳年 1281 蒙古且高麗の軍勢襲来→弘安の役
16 弘安６癸未年 1283 蒙古の兵船数百艘人数2万人余襲来
17 弘安７甲申年 1284 蒙古の兵船伊奈郷志多留浦江襲来
18 弘安８乙酉年 1285 蒙古の兵船府中浦江襲来
19 徳治元丙午年 1306 蒙古の兵船与良郷阿須浦江襲来
20 康応元己巳年 1389 高麗の軍勢兵船百余艘襲来
21 応永５戊寅年 1398 朝鮮の使来着






24 寛永15戊寅年 1638 唐船漂着　但福州の船
25 寛永18辛巳年 1641 与良郷内院浦江異国船漂着但柬埔寨国の船
26 康安元戊子年 1648 豊崎郷豊浦江唐船漂着但南京の船






30 明暦３丁酉年 1657 唐船漂着　但北京の船
31 寛文５乙巳年 1665 伊奈郷鹿見浦江唐船漂着
32 寛文７丁未年 1667 与良郷尾崎浦江唐船漂着但漳州の船
33 寛文８戊申年 1668 仁位郷綱浦江唐船漂着但交趾の船
年 （西暦）
34 寛文８戊申年 1668 異国船西海を素通候
35 寛文10庚戌年 1670 佐護郷佐須奈浦江唐船漂着但福州の船
36 延宝元癸丑年 1673 豊崎郷西泊浦江唐船漂着但台湾の船に御座候
37 延宝４丙辰年 1676 三根郷佐賀浦江唐船漂着































54 宝永４丁亥年 1707 府中浦江唐船漂着但蘇州の船に御座候
55 宝永５戊子年 1708 豆酘郷豆酘浦江唐船漂着但上海の船に御座候





59 享保２丁酉年 1717 豆酘郷豆酘浦江唐船漂着但寧波の船
60 寛保元辛酉年 1741 豆酘郷豆酘浦江唐船漂着但南京の船に御座候
61 寛延２己巳年 1749 佐護郷佐須奈浦江唐船漂着但咬𠺕吧仕出福建の船に御座候
62 安永５丙申年 1776 与良郷尾崎浦江唐船漂着但寧波の船に御座候
63 寛政９丁巳年 1797 異国船西海江数艘相見
64 文政４辛巳年 1821 伊奈郷一重浦江唐船漂着但蘇州の船に御座候
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    御郡奉行　　古川茂理弥
    同手代 　　井　常右衛門
     　　足軽壱人
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價ニ可賣渡候
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にはまだま
だ足りないピースが多くあるようだ。
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